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助産学専攻科の教育理念

獨協医科大学は「患者さまおよびその家族、医療関係者をはじめ、広く社会一般の人々か

ら信頼される医師および看護職者を育成する」ことをその教育の基本理念としています。

助産学専攻科は、この基本理念に基づき、「豊かな感性と確かな専門知識、優れた判断能

力および専門的技術を身につけ、高い実践能力を発揮できるよう教育し、母子保健活動およ

び助産実践活動を通して社会に貢献し、社会から信頼される人材を育成する」ことを教育理

念としています。



教育目標

1 ．科学的な知識を活用して、根拠に基づく助産が実践できる能力を養う。
2．女性・子ども・家族の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す
助産が実践できる能力を養う。

3．広い視野と豊かな感性をもち、助産の対象を多面的にトータルに理解し共感する能力を養う。
4．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産
師の役割を追求する姿勢を養う。

5．生涯にわたり専門職としての自覚と責任をもって主体的に考え、学習する能力を養う。
6．助産学の発展や質の高い助産に貢献することができる助産実践能力を培う。

ディプロマ・ポリシー（助産学専攻科の修了認定方針）

本学専攻科は、修業年限在籍し、所定の単位を修得するとともに、以下の素養を身につけた学生に
修了を認定します。
1．広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を有する。
2．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践でき
る能力を有する。

3．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力
を有する。

4．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産
師の役割を実践する能力を有する。

5．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。

カリキュラム・ポリシー（助産学専攻科の教育課程編成・実施方針）

本学専攻科は、教育理念である母子保健活動および助産実践活動を通して社会に貢献し、社会から
信頼される人材を育成するためカリキュラムを基礎助産学領域・助産学実践領域・助産学発展領域の
三つの領域を編成し運営します。
1．系統的段階的に助産師としての基本的な必須能力（知識・技術）を学ぶ。
2．助産の対象を多面的にトータルに理解し、助産師の役割・責務を学修するとともに、対象を理
解するための豊かな感性と倫理観を学ぶ。

3．女性の生涯にわたる健康および家族発達への支援を学ぶ。
4．地域における母子保健の現状を理解し、助産師の役割と責務を学ぶ。
5．助産実践のために必要な基本的な助産実践能力を養う。
6．助産学の基盤となる科学的根拠に基づく実践と生涯にわたり自己研鑽し続ける姿勢を培う。
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2024 年　年間行事予定

４月 入学式 　４月１０日（水）

新入生オリエンテーション 　４月１１日（木）

前期授業開始 　４月１２日（金）

定期健康診断 　４月１２日（金）

開学記念日 　４月２３日（火）

７月 前期試験 　７月２３日（火）～　７月２５日（木）

夏季休暇 　８月　３日（土）～　８月２０日（火）

９月 助産学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 　９月　９日（月）～１２月　６日（金）

12 月 冬季休暇 １２月２１日（土）～　１月　５日（日）

１月 後期授業開始 　１月　６日（月）

２月 助産師国家試験 　２月

3月 修了式 　３月

（注：上記予定は変更することがある）



獨協医科大学助産学専攻科教育課程

区分 科目名
単位
時間

時間
数

コマ
数

単位数 修 了
要 件必修 選択

基
礎
助
産
学
領
域

助産学概論 15 15 8 1 　

必修
36 単位

＋ 

選択
１単位
以上

ウィメンズヘルス概論 15 15 8 1 　

性と生殖の形態・機能 15 15 8 1 　

周産期医学 15 15 8 1 　

乳幼児発達論 15 15 8 1 　

家族の心理・社会学 15 15 8 1 　

生殖と生命倫理 15 15 8 1 　

助
産
学
実
践
領
域

助産診断・技術学Ⅰ（妊娠期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅱ（分娩期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅲ（産褥期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅳ（新生児期・乳幼児期） 15 30 15 2 　

助産診断・技術学Ⅴ（ハイリスク） 15 15 8 1 　

助産診断・技術学演習 30 60 30 2 　

健康教育方法論 30 30 15 1 　

地域母子保健 15 30 15 2 　

助産管理学 15 30 15 2 　

助産学実習Ⅰ 45 　 　 1 　

助産学実習Ⅱ 45 　 　 10 　

助産学実習Ⅲ 45 　 　 1 　

助
産
学
発
展
領
域

助産学研究 30 30 15 1 　

Evidence-Based Practice 15 15 8 　 1

ウィメンズヘルス支援 15 15 8 　 1

36
1
以上

37
以上







Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日

時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 12 金 1

礒　山　あけみ

助産ケアの基盤となる概念：保助看法、
WHO，ICMが示す助産・助産師の定義、
助産師の声明

事前：ICM 助産師の 
定義の精読

2 4 16 火 1 助産師の役割と責務・コアコンピテンシー

事前：職能団体 HP の
閲覧

事後：助産師の身分・
責務・必須能力
の整理

3 5 1 水 1 助産・助産師の歴史的変遷
国内外の助産師教育

事前：国内外の助産師
教育の整理

事後：助産師教育の　
課題と今後の助産
師教育の在り方
をまとめる

4 5 7 火 1

助産における倫理
職業倫理的側面事例に対する
ディスカッション
ICM（国際助産師連盟）による助産師の倫理
綱領、日本助産師会の示した助産師の倫理綱
領等助産の倫理に関する規範

事前：助産倫理綱領の
精読

事後：助産師の職業倫
理を整理

5 5 14 火 1
助産ケアの基盤となる概念：女性を中心とし
たケア、セクシャル・リプロダクティブヘル
ス /ライツ、エビデンスに基づく助産活動 

事前：理論の整理

6 5 20 月 1 小　西　美　樹 子どもと家族を支援するための概念・家族を
中心としたケア・理論 レポート課題

授業科目名 助 産 学 概 論 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　小西　美樹　　吉野　八重

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
少子高齢化が進む中で、社会に応えられる専門職としての助産師の意義、役割と責務を学び、助産
師の役割を自覚する。助産における基本概念、母子保健及び助産の変遷と現状、助産師と法律・倫理、
および諸外国を含む助産師教育について学習する。
Ⅱ．授業目的
1．広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
2．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種と協働しながら、助産師の
役割を実践する能力を養う。

Ⅲ．到達目標
1．助産を構成する概念（定義・役割・責務）について説明できる。
2．助産師教育、および必須の能力について説明できる。
3．出産・助産の歴史について説明できる。
4．助産倫理について説明・考察できる。
5．助産ケアの基盤となる概念について説明できる。
6．助産師の国際的な活動について説明できる。
7．子どもと家族を支援するための概念や理論が説明できる。 
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7 5 20 月 3 吉　野　八　重 助産師の国際的活動・出産文化の多様性 教科書該当内容の精読

8 6 4 火 3 小　西　美　樹 子どもの喪失と助産 レポート課題

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験、課題レポート等から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 1　基礎助産学［1］助産学概論　第 6 版　医学書院　2022
2．助産学講座 9　地域母子保健・国際母子保健　第 6 版　医学書院　2023
≪参考図書≫
プリント資料配布、随時紹介する。
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授業科目名 ウィメンズヘルス概論 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　荒井　洋子　　添田　わかな　　大野　みな子

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
すべてのライフステージにある女性の性と生殖の健康について、リプロダクティブヘルス /ライツ
を踏まえて理解し、女性およびパートナーへの支援の在り方を学ぶ。プレコンセプションケアの概念、
実際について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．女性のライフサイクルの各段階における健康課題および健康問題を説明できる。
2．リプロダクティブヘルスにおける主要な健康問題とそのケアを説明できる。
3．思春期・更年期に起こりやすい健康障害について説明できる。
4．心理・社会・文化的な性であるジェンダーについて考えを述べられる。
5．ライフサイクルを通じての女性の健康支援の重要性と助産師の役割を述べられる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 17 水 1

礒　山　あけみ

リプロダクティブヘルスケア①
（意図しない妊娠・性感染症・女性特有のがん）

教科書該当内容の精読2 4 17 水 2 プレコンセプションケア①
（概念・内容・ケアの実際）

3 5 7 火 3 リプロダクティブヘルスケア②
（就労女性に特有な健康課題）

4 5 10 金 3 大　野　みな子 プレコンセプションケア②
（プレコンセプションケアの実際）

レポート課題（全教員）
5 5 14 火 3 礒　山　あけみ リプロダクティブヘルスケア③

（HPVワクチン）

6 5 23 木 4 荒　井　洋　子 リプロダクティブヘルスケア④
（不妊）

7 6 11 火 4
添　田　わかな リプロダクティブヘルスケア⑤

（思春期・更年期女性に特有な健康課題）8 6 18 火 4

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況（20%）、定期試験（礒山・添田）（40%）、課題レポート（40%）から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 2　基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6 版　医学書院　2021
2．助産学講座 5　助産診断・技術学Ⅰ　第 6 版　医学書院　2021
3．家族計画指導の実際 第 2 版　増補版　医学書院　2017
≪参考図書≫
1．不妊に悩む女性への看護　メディカ出版　2010
2．病気がみえる Vol.9 　婦人科・乳腺外科　第 4 版　2018
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授業科目名 性と生殖の形態・機能 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 渡辺　　博　　稲葉　未知世

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
助産学の基礎知識として、男女の生殖器の形態・機能の特性、性の分化と発達、女性の正常な性周期、
妊娠の成立と維持、胎児の成長発達について学習する。また、母子免疫および母子感染について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
養う。
Ⅲ．到達目標
1．機能形態学的な視点からみた男性と女性の特徴を説明できる。
2．女性の性周期における調節機能と妊娠の成立の機序・維持機能について説明できる。
3．ヒトにおける性分化と胎児の成長発達について説明できる。
4．分娩・産褥の生理的変化について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 18 木 2 渡　辺　　　博 女性の性周期における調節機能

教科書該当内容の精読

2 4 19 金 1
稲　葉　未知世 妊娠の生理と異常

胎児の発育・胎児付属物の機能3 4 19 金 2

4 4 25 木 2 渡　辺　　　博 妊娠の成立の機序・維持機能

5 4 26 金 1
稲　葉　未知世 産褥の生理と異常

6 4 26 金 2

7 5 2 木 2
渡　辺　　　博 分娩の 3 要素、分娩機序

8 5 9 木 2

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 2 基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6 版　医学書院　2021
2．助産学講座 6 助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
3．助産学講座 7 助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
4．プリンシプル産科婦人科学第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
5．新生児学入門 第 5 版仁志田博司　医学書院　2018
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授業科目名 周　産　期　医　学 科目責任者 成　瀨　勝　彦

教 員 名 成瀨　勝彦　　多田　和美

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
助産学の基礎知識として、妊娠期、分娩期、産褥期における異常や合併症の病態と診断・治療、お
よび産科手術について学ぶ。また、母子に関する薬剤について学習する。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．異常妊娠・分娩・産褥および合併症妊娠について各疾患の病態、診断、管理について説明できる。
2．産科手術の適応、要約、禁忌と術式について説明できる。
3．周産期および授乳期に使用される薬剤とその影響について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 15 月 3

成　瀨　勝　彦

異常妊娠①

教科書の該当内容の
精読

2 4 15 月 4 異常妊娠②

3 4 22 月 3 母体合併症を有する妊娠・分娩・産褥①

4 4 22 月 4 母体合併症を有する妊娠・分娩・産褥②

5 4 26 金 3

多　田　和　美

異常分娩

6 4 26 金 ４ 産科手術

7 5 13 月 3 母子に関する薬剤、
陣痛促進剤の使用法と管理

8 5 13 月 4 異常産褥

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．プリンシプル産科婦人科学第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
2．助産学講座 3　基礎助産学［3］母子の健康科学　第 6 版　医学書院　2023
3．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠　第 6 版　医学書院　2021
4．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
≪参考図書≫
1．林昌洋 他　妊娠・授乳とくすり Q ＆ A　第 2 版　じほう　2013
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授業科目名 乳 幼 児 発 達 論 科目責任者 鈴　村　　　宏

教 員 名 鈴村　　宏　　小西　美樹

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
新生児の子宮外生活への適応と、新生児および低出生体重児に起こりやすい疾患の病態と診断・治
療について学習する。また乳幼児の成長・発達の診断について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる能
力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．新生児の子宮外生活への生理的適応過程について説明できる。
2．注意を要する新生児の症候や新生児に起こりやすい疾患の病態と診断・治療と支援について説明
できる。

3．低出生体重児、早産児に起こりやすい疾患の病態と診断・治療と支援について説明できる。
4．乳幼児期の成長・発達を説明できる。 
5．乳幼児健診の目的・意義、観察項目と保健指導項目が説明できる。
6．乳幼児によくみられる疾患と支援について説明できる。 
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 15 月 2

鈴　村　　　宏

新生児の身体的・生理的特徴と適応

教科書該当内容の精読

2 4 22 月 2

3 5 13 月 2 新生児に起こりやすい症候と疾患新生児の
外科疾患4 5 20 月 2

5 5 27 月 2
低出生体重児・早産児の特徴と疾患

6 6 3 月 2

7 6 3 月 3

小　西　美　樹
乳幼児の成長・発達と健康診査

8 6 3 月 4 乳幼児によくみられる疾患と支援
※ホームケア含む

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 8　助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6 版　医学書院　2021
2．仁志田博司　新生児学入門 第 5 版　医学書院　2018
3．助産学講座 3　基礎助産学［3］母子の健康科学 第 6 版 医学書院　2023
4．乳幼児健診マニュアル　第６版　医学書院　2019
≪参考図書≫
1．最新NICU マニュアル　第７版　診断と治療社　2022
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授業科目名 家族の心理・社会学 科目責任者 磯　　　律　子

教 員 名 野畑　友恵　　坂本　祐子　　大島　知佐子　　寺山　　寿

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠・出産・子育て期にある親子とその家族に対する助産ケアを提供するために必要な心理・社会
的な課題として、母子関係、父子関係、家族と社会のつながりなどを学ぶ。また、女性のライフサイ
クル各期におけるメンタルヘルスについて学習し、助産師の役割と支援について考察する。
Ⅱ．授業目的
対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる能
力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．人間の発達課題について説明できる。
2．乳幼児の心理・認知・社会的発達について説明できる。
3．母親、父親の心理的特性と発達について説明できる。
4．親子関係の発達における諸理論を述べられる。
5．親子関係と乳幼児の心理・社会的発達への影響について説明できる。
6．家族の機能と諸問題について説明できる。
7．妊娠・出産・子育て期における心理・社会的支援について考えを述べられる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 31 金 1
寺　山　　　寿 親子関係と乳幼児の心理・社会的発達への

影響（困難事例）

教科書該当内容の精読

レポート課題（全教員）

2 5 31 金 2

3 6 7 金 1
野　畑　友　恵 人間の発達と環境、発達課題 

母親と父親の心理的特徴と発達①4 6 7 金 2

5 6 13 木 3
坂　本　祐　子 家族の機能・発達と障害

6 6 13 木 4

7 6 14 金 1 野　畑　友　恵 人間の発達と環境、発達課題 
母親と父親の心理的特徴と発達②

8 6 14 金 2 大　島　知佐子 NICU における心理・社会的支援
Ⅴ．授業方法
講義、個人ワーク、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、課題レポート等から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 4　基礎助産学［4］母子の心理・社会学　第 6 版　医学書院　2023
≪参考図書≫
授業中に随時提示する
1．竹内正人編著　赤ちゃんの死を前にして　中央法規出版　2004
2．山崎あけみ・原礼子　家族看護学　改訂第 3 版　南江堂　2022
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授業科目名 生 殖 と 生 命 倫 理 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　 成瀨　勝彦　　鈴木　達也　　上杉　奈々

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
生命倫理、遺伝と生殖医療について基礎的な知識を学習する。
周産期医療における倫理的な諸問題について学習する。助産に関連する生命倫理の特性を理解し、
倫理的感受性と態度を養う。遺伝看護、不妊看護における助産師の役割を考察する。
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づく助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．生命倫理学の成立の背景および基本的概念を説明できる。
2．周産期医療と倫理的問題の特徴を説明できる。
3．遺伝および遺伝性疾患、出生前診断について理解を深める。
4．不妊および生殖補助医療について学び、理解を深める。
5．助産師として倫理的問題をもつクライアントへの支援を考え述べられる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 17 金 1
水　畑　喜代子 倫理とは・生命倫理とは

助産師と生命倫理

教科書該当内容の精読

レポート課題（上杉）

2 5 17 金 2

3 6 6 木 3
成　瀨　勝　彦

遺伝

4 6 6 木 4 出生前診断の基礎知識

5 6 14 金 3
上　杉　奈　々 出生前診断、重症新生児をめぐる倫理的問題

生殖補助医療をめぐる倫理的問題6 6 14 金 4

7 6 24 月 4
鈴　木　達　也 不妊の診断と治療

生殖補助医療の実際8 7 1 月 4

Ⅴ．授業方法
講義、個人ワーク、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況、筆記試験、課題レポートから総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 2　基礎助産学［2］母子の基礎科学　第 6 版　医学書院　2021
≪参考図書≫
1．齋藤有紀子編著　母体保護法とわたしたち：中絶・多胎減数・不妊手術をめぐる制度と社会　明
石書店　2002

2．玉井真理子　遺伝医療とこころのケア－臨床心理士として　NHK ブックス　2006
3．生命倫理の基本構図　丸善出版　2012
4．吉武久美子　産科医療と生命倫理　昭和堂　2011
5．ケーススタディいのちと向き合う看護と倫理－受精から終末期まで　人間と歴史社　2010
6．モーリーン D レイノー他　助産師の意思決定　エルゼビア・ジャパン　2006
7．国際連合教育科学文化機関　ユネスコ生命倫理学必修　さいろ社　2010　

8



授業科目名 助産診断・技術学Ⅰ
（妊娠期） 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子　　礒山　あけみ　　齊藤　克枝

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠期における身体的・心理的・社会的変化の理解の上に、母子の健康状態の診断を行い、母親が
異常を予防し心身の変化に適応して快適に過ごせるように、妊娠経過に応じたケアを行うための、基
本的な助産診断・援助技術、助産過程の展開について学習する。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．妊娠期の助産診断の目的と視点について説明できる。
2．助産診断を立案し、助産目標・計画が立案できる。
3．妊婦および家族に対して診断に基づいた支援・指導案を立案できる。
4．妊娠期の正常からの逸脱、ハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 12 金 2 水　畑　喜代子 オリエンテーション、助産診断

教科書該当内容の予習

レポート課題（齊藤）

2 4 16 火 2 齊　藤　克　枝 周産期にある女性の栄養学①
3 4 18 木 4 水　畑　喜代子 妊婦健康診査と助産ケア
4 4 25 木 3 齊　藤　克　枝 周産期にある女性の栄養学②
5 4 25 木 4 荒　井　洋　子 妊娠による変化とマイナートラブル
6 4 30 火 1

水　畑　喜代子

ハイリスク妊婦の管理とケア
7 4 30 火 2

8 5 2 木 3
妊娠初期の健康教育・ロールプレイ 事前：提示課題（健康

教育案・媒体）
の作成

講義：発表、ディスカッ
ション

事後：健康教育案の整
理

9 5 2 木 4

10 5 9 木 3
荒　井　洋　子 妊娠中期の健康教育・ロールプレイ

11 5 9 木 4

12 5 16 木 3
磯　　　律　子 妊娠後期の健康教育・ロールプレイ

13 5 16 木 4

14 5 28 火 1 水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

事例に対する妊娠期の助産過程
事前：事例における妊

娠期の助産過程
事後：修正15 5 28 火 2

Ⅴ．授業方法
講義、演習（健康教育案の作成、妊娠期の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況（40％）、および筆記試験（60％）から
評価する。
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Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．プリンシプル産科婦人科学 第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
2．助産学講座 3　基礎助産学［3］母子の健康科学　第 6 版　医学書院　2023
3．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期 第 6 版　医学書院　2021
4．五十嵐隆監修　授乳・離乳の支援ガイド（2019 改訂版）実践の手引き　母子保健事業団　2021
≪参考図書≫
1．北川眞理子・内山和美編　生田克夫医学監修　今日の助産　改訂第 4版　南江堂　2019
2．産婦人科診療ガイドライン産科編 2023　日本産科婦人科学会編集　日本産科婦人科学会事務局
　2023
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅱ
（分娩期） 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　水畑　喜代子　　磯　　律子　　礒山　あけみ

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
正常な分娩プロセスを理解し、分娩期における母子の健康状態の診断を行い、正常経過を促進する
助産ケアの基本的な助産診断・援助技術、助産過程の展開について学習する。また、産婦と家族の主
体的な取り組みを尊重し親子の絆を深める出産の支援の在り方の追求と、分娩の異常を早期に発見し、
緊急時に適切に対応できるための基本的知識を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．分娩期の助産診断の目的と視点について説明できる。
2．分娩および分娩経過が母子に及ぼす影響を説明できる。
3．助産診断を立案し、助産目標・計画が立案できる。
4．分娩期の助産ケアに必要な基本的技術を説明できる。
5．分娩経過中の異常や緊急時の対応について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日

時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 24 水 3

荒　井　洋　子

分娩期の助産診断
（4要素と経過診断）

事前：教科書該当内容
の予習

事後：配布資料の復習

2 4 24 水 4

3 4 30 火 3
分娩期の助産過程

4 4 30 火 4
5 5 17 金 3

磯　　　律　子

産痛のメカニズムと産痛緩和法
産痛緩和法　演習6 5 17 金 4

7 5 22 水 1
分娩に応じた産婦への援助

8 5 22 水 2
9 5 24 金 1

水　畑　喜代子
ハイリスク産婦の管理とケア

10 5 24 金 2
11 5 30 木 2

産科麻酔分娩とケア
12 6 7 金 3
13 6 10 月 2 荒　井　洋　子

水　畑　喜代子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

事例に対する分娩期の助産過程
事前：事例における分

娩期の助産過程
事後：助産過程の修正

14 6 10 月 3

15 6 10 月 4

Ⅴ．授業方法
講義、演習（産痛緩和、分娩期の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況（20％）、および筆記試験（80％）から評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．プリンシプル産科婦人科学 第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
2．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
≪参考図書≫
1．照井克生　硬膜外無痛分娩　安全に行うために　改訂第 4 版　南山堂　2022
2．北川眞理子・内山和美編　生田克夫医学監修　今日の助産　改訂第 4版　南江堂　2019
3．分娩期の診断とケア　助産師基礎教育テキスト 2024 年版　第 5巻　日本看護協会出版会　2024
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅲ 
（産褥期） 科目責任者 磯　　　律　子

教 員 名 礒山　あけみ　　磯　　律子　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　高山　　剛

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
産褥期にある母体の生理的・心理的変化を理解し、母親の健康状態の診断を行い、回復過程を促
進するケアを行うための助産診断および援助技術、助産過程の展開について学習する。また、母乳
哺育の確立と育児支援のための診断・援助技術を学習する。新生児の胎外適応と出生直後のケアに
ついて学ぶ。
周産期のメンタルヘルス、産後の母子の２週間健康診査、産後１か月健康診査、および育児期まで、
退院後の生活を視野に入れた保健指導等、日常生活支援の援助技術を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標

1．産褥母子の助産診断の目的と視点について説明できる。
2．助産診断を立案し、助産目標・計画が立案できる。
3．褥婦のセルフケア能力に応じた支援を説明できる。
4．新生児の胎外適応と出生直後のケアを説明できる。
5．退院後の生活を踏まえた具体的支援・指導を説明できる。
6．産褥期のハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。

Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 7 火 2

礒　山　あけみ

産褥期の助産診断・事前テスト

教科書の該当内容の予
習、配布資料を復習

2 5 14 火 2 産褥期に求められるケア①
周産期家族支援（父親・きょうだい・祖父母）

3 5 23 木 2 産褥期に求められるケア②
バースレビュー

4 6 3 月 1

磯　　　律　子

母乳育児に関する基礎知識
5 6 11 火 1 新生児期の助産過程

新生児の胎外適応と出生直後のケア、
新生児の健康診査とケア

事前：課題の発表 
事後：ディスカッショ

ン後の修正6 6 11 火 2

7 6 18 火 1
高　山　　　剛 周産期のメンタルヘルス レポート課題

8 6 18 火 2

9 6 18 火 3 磯　　　律　子 異常褥婦の管理とケア

10 6 20 木 3
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
礒　山　あけみ

事例に対する産褥期の助産過程
産褥早期～退院に向けて

事前：事例における産
褥期の助産過程
展開

事後：助産過程の修正

11 6 20 木 4

12 6 21 金 3 事例に対する産褥期の助産過程
退院時、退院後 2週間まで
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13 6 24 月 1
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
礒　山　あけみ

事例に対する産褥期の助産過程
退院時、退院後 2週間までの続き
産後 2週間健診・1か月健診

事前：事例における産褥
期の助産過程展開

事後：助産過程の修正
14 6 24 月 2

15 6 24 月 3

Ⅴ．授業方法
講義、演習（健康教育案の作成、産褥母子の助産計画立案、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッション）への参加状況および筆記試験から評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
2．プリンシプル産科婦人科学 第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
3．家族計画指導の実際　第 2 版増補版　医学書院　2017
4．母乳育児支援スタンダード第 2版　医学書院　2015
5．妊産婦メンタルヘルスケアマニュアル　中外医学社　2021
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅳ
（新生児期・乳幼児期） 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　磯　　律子　　小西　美樹

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
乳幼児期（生後１か月～ 1 歳）の健康診査と育児指導、および幼児期までの発育発達と保健指導、
ハイリスク児の療育支援等、退院後の日常生活支援の援助技術を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．産褥母子の退院後の家族のセルフケア能力に応じた指導や支援を説明できる。
2．助産診断に基づき、退院後の生活を踏まえた具体的な育児支援・指導を説明できる。
3．乳幼児の発達過程を説明できる。
4．乳幼児期の異常やハイリスク状態の判断ができ、必要な支援を説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 7 火 4

荒　井　洋　子

乳幼児の発達を促す支援

教科書の該当内容の予
習、配布資料復習

2 5 10 金 4

3 5 15 水 1
乳幼児期の助産診断

4 5 15 水 2

5 6 4 火 1 磯　　　律　子 育児技術

6 6 4 火 2

磯　　　律　子
荒　井　洋　子
水　畑　喜代子
礒　山　あけみ

事故防止グッズの市場調査（発表）

事前課題の発表 
事後：ディスカッショ

ン後の修正

7 6 13 木 1 荒　井　洋　子 予防接種

8 6 13 木 2

礒　山　あけみ
磯　　　律　子
荒　井　洋　子
水　畑　喜代子

乳幼児期の成長発達と保健指導
乳児のスキンケア（保湿剤・日焼け止め、虫
よけ、石鹸類）、育児グッズ、離乳食の市場
調査

9 6 19 水 1

荒　井　洋　子
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
礒　山　あけみ

乳幼児の成長発達と保健指導
生後 2か月～ 9か月の助産過程
生後 9か月～ 12 か月の助産過程

10 6 19 水 2

11 6 25 火 1

12 6 25 火 2

13 6 27 木 1
1 ～ 3 歳までの成長発達と保健指導

14 6 27 木 2

15 7 1 月 3 小　西　美　樹 ハイリスク児とチーム医療、ハイリスク児の
退院後療育支援 レポート課題
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Ⅴ．授業方法
講義、演習（健康教育案の作成、事例のグループワーク、ディスカッション）
Ⅵ．評価基準
講義・演習（提出物、ディスカッションの内容含む）への参加状況、および筆記試験から評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 8　助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6 版　医学書院　2021
2．仁志田博司 新生児学入門　第 5版　医学書院　2018
3．プリンシプル産科婦人科学第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
4．母乳育児支援スタンダード第 2版　医学書院　2015
5．授乳・離乳の支援ガイド（2019 改訂版）実践の手引き　母子保健事業団　2021
6．恵谷ゆり　こどもの心と体の成長・発達によい食事Ⅰ 妊娠期・乳児期　金芳堂　2016
7．乳幼児健診マニュアル第 6版 　医学書院　2019
≪参考図書≫
1．水野克己：新版お母さんがもっと元気になる乳児健診　メディカ出版　2021
2．産褥期のケア /新生児期・乳幼児期のケア　助産師基礎教育テキスト　2024 年度版　第 6巻　　
日本看護協会出版会　2024
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授業科目名 助産診断・技術学Ⅴ
（ハイリスク） 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　荒井　洋子　　多田　和美　　稲葉　未知世

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
ハイリスクおよび異常妊婦、産婦、褥婦のアセスメントに必要な医学的知識と看護、および助産過
程の展開について学ぶ。また、産科における救急時の対応について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師の
役割を実践する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．主なハイリスク妊娠・分娩・産褥の病態と診断および治療・管理について説明できる。
2．ハイリスク妊娠・分娩・産褥・新生児期の助産診断・ケアの実践に必要な知識を統合することが
できる。

3．産科における手術の介補および助産ケアについて説明できる。
4．産科における救急時の対応、および母体搬送時の対応について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日
時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 10 金 1
稲　葉　未知世

合併妊娠①

事前：教科書の該当内
容の予習

事後：配布資料の復習

2 5 10 金 2 母子感染の機序、種類と診断・管理

3 5 27 月 3
多　田　和　美

合併妊娠②

4 5 27 月 4 合併妊娠③

5 5 31 金 3
水　畑　喜代子

合併症妊娠の管理とケア

6 5 31 金 4 産科手術の管理とケア

7 6 12 水 3
荒　井　洋　子

産科救急における助産ケア・分娩後大出血・
肩甲難産
母体急変時の初期対応8 6 12 水 4

Ⅴ．授業方法
講義、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
講義・演習への参加状況（10%）、定期試験（90%） とし、総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．プリンシプル産科婦人科学 第 3 版　産科編　メジカルビュー社　2014
2．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
3．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
4．助産学講座 8　助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6 版　医学書院　2021
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授業科目名 助産診断・技術学演習 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 荒井　洋子　　成瀨　勝彦　　磯　　律子　　多田　和美　　水畑　喜代子
小西　美樹　　小嶋　由美　礒山　あけみ　大瀧　里美　中川　肇子

必修／選択 必　　修 開講学期 通　　年

単 位 数 ２単位 時 間 数 ６０時間 コ マ 数 ３０コマ

Ⅰ．授業概要
妊娠・分娩・産褥・新生児期の助産診断・援助の実践に必要な基本的な技術を習得する。
（妊婦・産婦・褥婦のフィジカルアセスメント、新生児のフィジカルアセスメント、女性のフィジカ
ルアセスメント、超音波診断、分娩介助術、裂傷縫合術、胎児モニタリング、呼吸法、リラックス法、
妊婦体操、産褥体操、産科救急、母体急変時の対応など）
新生児蘇生講習会「専門」コースを受講する。
Ⅱ．授業目的
1．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる
能力を養う。

2．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
養う。

Ⅲ．到達目標
1．分娩介助の意義および原理を説明できる。
2．正常分娩を介助するための基本的技術を習得できる。
3．新生児蘇生講習会「専門」 コースを修了することができる。
4．妊産褥婦、新生児ケア、母乳育児支援に必要な技術を習得できる。
5．会陰切開縫合術および超音波画像診断技術の基本を学ぶ。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 6 17 月 2
水　畑　喜代子 胎児心拍数陣痛図の判読

事前：教科書予習
事後：配布資料復習2 6 17 月 3

3 6 17 月 4
4 7 1 月 1

多　田　和　美 超音波画像診断技術トレーニング 教科書 5精読
5 7 1 月 2

6 7 2 火 3
荒　井　洋　子 診断技術の実際

（内診法）7 7 2 火 4

8 7 3 水 1
小　嶋　由　美 母乳育児支援 事前：教科書予習

事後：配布資料復習9 7 3 水 2

10 7 8 月 2 荒　井　洋　子 分娩介助の原理

事前：教科書 2 予習、
フリースタイル
DVD視聴

事後：配布資料復習

11 7 8 月 3 荒　井　洋　子
磯　　　律　子
水　畑　喜代子

分娩介助技術の説明
およびデモストレーション 事前：資料精読

事後：チェックリスト
をもとに振り返
り

12 7 8 月 4

13 7 9 火 2 荒　井　洋　子
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
大　瀧　里　美
中　川　肇　子

分娩介助演習14 7 9 火 3

15 7 9 火 4
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16 7 10 水 ２ 水　畑　喜代子 助産の基礎技術 事前：妊婦健康診査、
褥婦健康診査、
早期母子接触と
出生直後の新生
児の健康診査・
ケア技術

事後：チェックリスト
で評価

17 7 10 水 3
磯　　　律　子
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子

出生児の健康診査とケア
18 7 10 水 4

19 7 11 木 ２ 磯　　　律　子 新生児の基礎技術（沐浴） 事前：沐浴技術
20 7 11 木 3

成　瀨　勝　彦 会陰切開縫合トレーニング 事前：教科書 7 予習
21 7 11 木 4
22 7 12 金 3 水　畑　喜代子

小　西　美　樹
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

新生児蘇生講習会
　「専門」 コース

事前：教科書 6 精読
巻末の問題集を予習

23 7 12 金 4

24 7 12 金 5

25 9 2 月 1 荒　井　洋　子
水　畑　喜代子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

提示事例（OSCE）
分娩介助・早期母子接触・出生直後の新生児
のケア（チェックテスト）

事前：指定書籍の精読
DVD 鑑 賞、 手
順書の精読

事後：振り返りシート

26 9 2 月 2
27 9 2 月 3
28 9 2 月 4

29 9 3 火 3
荒　井　洋　子
水　畑　喜代子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

提示事例（OSCE）
妊婦健康診査・沐浴・新生児フィジカルアセ
スメント・授乳支援（チェックテスト）

事前：指定書籍の精読
DVD 鑑 賞、 手
順書の精読

事後：振り返りシート30 9 3 火 4

Ⅴ．授業方法
講義、演習
Ⅵ．評価基準
演習への参加状況（40％）、実技試験（60％）から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 6　助産診断・技術学Ⅱ［1］妊娠期　第 6 版　医学書院　2021
2．助産学講座 7　助産診断・技術学Ⅱ［2］分娩期・産褥期　第 6 版　医学書院　2021
3．助産学講座 8　助産診断・技術学Ⅱ［3］新生児期・乳幼児期　第 6 版　医学書院　2021
4．プリンシプル産科婦人科学 第 3 版 産科編 メジカルビュー社　2014
5．梁栄治　助産師と研修医のための産科超音波検査 改訂第 3版　診断と治療社　2021
6．日本版救急蘇生ガイドライン 2020 に基づく新生児救急蘇生テキスト 第 4 版 メジカルビュー社
2021

7．進純郎、堀内成子：正常分娩の助産術―トラブルへの対応と会陰縫合術　医学書院　2010
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授業科目名 健 康 教 育 方 法 論 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子　　礒山　あけみ

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産ケアにおけるヘルスプロモーション活動、相談・教育の技術と実際について学習し、対象のニー
ズに基づく教育プログラムの計画、立案、実施、評価の方法を学ぶ。
出産前の男女に対する教育や思春期教育、出産前に必要な個別教育を企画・実施し、性と生殖に関
連する健康教育における助産師の役割を考察する。
Ⅱ．授業目的
対象者を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
養う。
Ⅲ．到達目標
1．助産ケアにおける健康教育（個別・集団）の理論・方法・役割を説明できる。
2．助産の対象に必要な健康課題を理解し、健康教育の企画・立案と教材の開発ができる。
3．プレコンセプション教育の健康教育企画・立案と教材の開発ができる。
4．プレコンセプション教育の実施・評価ができる。
5．メンバー同士で協力し、グループワークを発展的に進めることができる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 17 水 3 水　畑　喜代子
オリエンテーション、相談・教育・支援の基本、
成人教育
健康教育の定義・指導案、評価の視点

教科書該当内容の精読

2 4 19 金 3

礒　山　あけみ
コミュニケーション演習

事前：自分のコミュニ
ケーションの傾
向を振り返る

事後：演習後の学びと
課題

3 4 19 金 4 プレコンセプション教育の企画・立案① 事前：配布資料精読
事後：ニーズ分析

4 4 24 水 1

水畑　喜代子（A組）
荒井　洋子（B組）
磯　　律子（〃）

プレコンセプション教育の企画・立案②
（ニーズ分析グループで検討）

事前：ニーズ分析
事後：次の課題の明確化5 4 24 水 2

6 5 1 水 3
プレコンセプション教育の企画・立案③
（目的・目標、展開、指導案作成）

事前：目的・目標検討
事後：次の課題の明確

化
7 5 8 水 3
8 5 8 水 4

9 5 21 火 1 プレコンセプション教育の企画・立案④
（目的・目標、展開、指導案作成、媒体作成）

展開・指導案作成、媒
体作成

10 5 21 火 2
11 6 5 水 1 プレコンセプション教育の企画・立案⑤

（目的・目標、展開、指導案作成、媒体作成）
最終提出

12 6 5 水 2
13 6 20 木 2

14 7 5 金 1-2 水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

プレコンセプション教育リハーサル
実施、振り返り

プレコンセプションク
ラスを実際に運営する
事後：全員で振り返り、

評価15 7 5 金 3-4
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Ⅴ．授業方法
講義、演習、個人ワーク、グループワーク
履修上の注意
1．グループワークの際は、メンバーで相互に話し合い、意見交換をしながら進める。
2．担当教員に進捗を報告し、次の課題を明確にして進める。
3．プレコンセプション教育の実施後振り返りを行い、各グループの評価をする。
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況（20%）、課題レポート（20%）、企画・立案・実施・評価内容（60%）とし、総合
的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 5　助産診断・技術学Ⅰ　第 6 版　医学書院　2021
2．家族計画指導の実際　第 2 版増補版　医学書院　2017
≪参考図書≫
1．助産師による思春期の健康教育　日本助産師会出版　2020
2．伊藤純子他　おもしろ健康教育のつくり方　医学書院　2024
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授業科目名 地 域 母 子 保 健 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子
磯　　律子　　小嶋　由美　　吉野　八重　　山本　正子

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
我が国の母子保健行政と施策、現代社会が抱える母子保健の現状と課題について学習し、地域母子
保健活動の意義と助産師の役割について考察する。地域母子保健活動の展開の実際について学ぶ。ま
た地域の子育て支援活動や母親たちのグループ活動などの実際について理解する。
特に、特定妊婦、児童虐待、DV等、妊娠中から産後のリスクスクリーニングと対応、地域連携と継
続支援について学ぶ。
Ⅱ . 授業目的
保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師の
役割を実践する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．我が国の母子保健統計の動向と現状について説明できる。
2．我が国の母子保健の課題と母子保健サービスについて説明できる。
3．地域における母子支援、虐待防止、および療育支援について説明できる。
4．地域母子保健の推進に向けての多職種との協働、助産師の役割について記述できる。
5．子育て包括支援センターの機能および多職種との協働の実際を知る。
6．乳児（3・4か月）の健康診査の実際を知る。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 12 金 3

礒　山　あけみ

地域母子保健の概念と意義

2 4 16 火 3 母子保健の現状と動向

事前：母子保健の主な
る統計通読

事後：母子保健統計の
整理

3 4 16 火 4 母子保健制度・施策
事前：居住地の市町

村の出生数・行
われている母子
保健事業・子育
て包括支援セン
ターの概要

4 4 18 木 3 子育て世代包括支援、健やか親子 21（第 2次）
と成育基本法

5 5 20 月 4 吉　野　八　重 支援ニーズが高い母子と家族の健康課題①
在日外国人妊産婦・家族の健康

事前：資料の精読
事後：現状の課題と学

びレポート 
6 5 21 火 3

小　嶋　由　美 地域における育児支援 ･ 療育支援 事後： 配布資料の復習
レポート7 5 21 火 4

8 5 24 金 3

山　本　正　子

支援ニーズが高い母子と家族の健康課題②
児童虐待、DV：妊娠中から産後のリスクス
クリーニングと対応、社会的養護

事前：内閣府 HP で日
本 の DV 支 援
の取り組みをレ
ポート

事後：学びをまとめる

9 5 24 金 4 支援ニーズが高い母子と家族の健康課題③
特定妊婦に対する地域連携と継続支援

事前：特定妊婦の定義、
支援を調べる

事後：現状の課題と学
びをレポート
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10 5 28 火 3

磯　　　律　子
母子訪問指導の基本と展開方法
家庭訪問におけるアセスメントと保健指導、
地域母子保健活動の実際

事前：家庭訪問の実際
DVD 視 聴、 事
例の家庭訪問の
計画立案

事後： 計画の加筆修正
レポート

11 5 28 火 4

12 8 6 火

9：00
～
17：00

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

1． 子育て包括支援センターの活動の実際を
見学

2．3・4か月健診への参画
・壬生町健康増進課
8月 6日（火）
・栃木市健康増進課　栃木会場
8月 8日（木）、27 日（火）

のいずれか 1日

事前：実習する保健セ
ンター管轄の市
町村の出生数・
行われている母
子保健事業・子
育て包括支援セ
ンターの概要・
特定妊婦につい
て・生後 1 か月
か ら 3・4 か 月
の成長発達とア
セスメント方
法・乳児健康診
査の意義・この
時期の母親と家
族への支援内容
を調べる

事後：学内まとめ
8月 28 日（水）
9：00 ～ 12：00
3 施設間での学
びを共有する
（90 分）

レポート：地域におけ
る助産師の役割
について（800
字程度）

13 8 8 木

14 8 27 火

15 8 28 水 1・2

Ⅴ．授業方法
講義・演習・フィールドワーク
Ⅵ．評価基準
筆記試験（50％）、課題レポート（50％）で評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 9　地域母子保健・国際母子保健　第 6 版　医学書院　2023
2．母子保健の主なる統計　令和 6年刊行　母子保健事業団　2024
3．乳幼児健診マニュアル　第 6版　医学書院　2019
≪参考図書≫
1． DVD 教材　日本助産師会　母と子へのやさしいサポート～母子訪問の基本～ 2010 年改訂版、
2011 年

2．国民衛生の動向 2023/2024　厚生労働統計協会
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授業科目名 助　産　管　理　学 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　上杉　奈々　　大野　みな子
堀越　幸子　　小嶋　由美　　舟橋　好恵

必修／選択 必　　修 開講学期 前　　期

単 位 数 ２単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産師の役割・責務を自覚し、自律・自立して助産活動を遂行するために、病院・診療所・助産所
における助産業務に関するマネジメントの実際を学ぶ。また、周産期におけるリスク・マネジメント
について学ぶ。災害時母子支援および助産政策について学ぶ。
Ⅱ．授業目的
1．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師
の役割を実践する能力を養う。

2．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．助産管理の基本概念を説明できる。
2．助産師に関わる法律について説明できる。
3．助産所の開業に関連する法律・基本的要件・助産師の責務について説明できる。
4．助産実践の場（病院・助産所）における助産管理について説明できる。
5．助産管理と周産期医療事故、リスク・マネジメントを関連づけて説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 18 木 1

礒　山　あけみ

助産管理の概念と要素 事後：助産管理の概念
整理

2 4 22 月 1
助産師および助産業務に関わる法と責任①
助産師の法的義務、届出、業務に関わる関係
法規

事前：助産師の法的義
務、届出、業務
に関わる関係法
規を調べ、資料
作成

事後：事前に追加修正

3 5 1 水 2 助産師および助産業務に関わる法と責任②
女性と子どもの支援に関わる法規

事前：女性と子どもの
支援に関わる関
係法規を調べ、
資料作成

事後：事前に追加修正
4 5 8 水 1 助産と政策 事後：学びのレポート

5 5 8 木 2 舟　橋　好　恵 病院における助産管理①
助産外来、院内助産の実際

事前：教科書の当該内
容精読

事後：配布資料の復習

6 5 13 月 1 礒　山　あけみ 助産業務の範囲（助産業務ガイドライン）

事前：助産業務ガイド
ライン精読

事後：助産業務の法的
特徴をまとめる

7 5 23 木 3 堀　越　幸　子 病院における助産管理②
日本における周産期医療体制

事前：教科書の当該内
容精読

事後：配布資料の復習
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8 5 29 水 2 舟　橋　好　恵
病院における助産管理③
助産外来、院内助産の実際

事前：教科書の当該内
容精読

事後：配布資料の復習
9 5 30 木 3 堀　越　幸　子

病院における助産管理④
日本における周産期医療体制

10 6 6 木 2 大　野　みな子 産科医療補償制度

11 6 12 水 1
小　嶋　由　美 助産所における助産管理

事前：教科書の当該内
容精読

事後：配布資料の復習

12 6 12 水 2

13 6 28 金 3

上　杉　奈　々

周産期における医療安全①
周産期の医療事故とリスク・マネジメント
周産期における医療安全②
判例（事例）にみる助産師の法的責任14 6 28 金 4

15 7 3 水 3 礒　山　あけみ 助産領域の災害対策

事前：事前配布資料の
精読

事後：災害対策の特徴
整理

Ⅴ．授業方法
講義、演習
Ⅵ．評価基準
講義への参加状況（40％）、筆記試験（60％）から総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
1．助産学講座 10　助産管理　第 6 版　医学書院　2022
2．助産学講座 1　基礎助産学［1］助産学概論　第 6 版　医学書院　2022
3．助産業務ガイドライン 2019　日本助産師会出版会
4．助産所開業マニュアル 2021　解説・管理・運営　日本助産師会出版会　2021
≪参考図書≫
1．看護六法 新日本法規
2．新版　助産師業務要覧　基礎編　第 4 版　日本看護協会出版会　2024 年版
3．新版　助産師業務要覧　実践編　第 4 版　日本看護協会出版会　2024 年版

24



授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅰ
（ 継 続 事 例 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 週 数 １１週

Ⅰ．授業概要
基礎助産学領域、助産学実践領域の科目で学習した知識・技術を統合し、助産過程を展開して助産
診断・技術の実践を行う。
妊娠、分娩、産褥、新生児期の母子を継続して受け持ち、助産過程にそって経過の診断と必要なケア、
相談・指導などを行い、助産実践に必要な基本的な技術、対象のニーズに対するケアを学ぶ。
Ⅱ．授業目的
1．対象の力を引き出し、一つひとつの生命と家族の誕生・成長・発達を助け促す助産が実践できる
能力を有する。

2．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
有する。

Ⅲ．到達目標
1．継続的な関わりにより、妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の生理的変化および心理・社会的側
面の変化を理解し、経過の診断、経過の正常・異常の診断、今後の経過予測診断が指導のもとに
できる。

2．妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期の健康診査の度にリスクチェックを行い、助産師が管理でき
る対象か、医師との協働管理、または医師管理下の指導のもとに判断できる。

3．健康診査とエビデンスに基づき、各期において正常に経過させる保健指導・助産ケアを実施・評
価できる。

4．地域・生活の場での、母乳育児、育児不安、母子関係成立への援助等、母子と家族への援助ができる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：1単位
実習期間：2024 年 9 月～ 12 月
実習場所：獨協医科大学病院、獨協医科大学埼玉医療センター、大野医院
Ⅴ．評価
出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たしていること。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）（60%）、実習記録・レポート（40%）
Ⅵ．実習方法
実習要項参照
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授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅱ
（ 分 娩 介 助 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １０単位 時 間 数 週 数 １１週

Ⅰ．授業概要
基礎助産学領域、助産学実践領域科目で学習した知識・技術を統合し、助産過程を展開して助産診断・
技術の実践を行う。分娩期を中心として、助産過程を展開する。分娩介助 10 例を目安として分娩介助
術を学ぶ。
Ⅱ．授業目的
対象者を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
有する。
Ⅲ．到達目標
1．妊娠の成立から産褥・新生児期に至る全過程における対象の健康診査ができる。
2．妊娠・分娩・産褥・新生児期にある対象の時期の診断、経過の診断、経過の正常・異常の診断、
異常の種類とレベルの判断及び今後の経過予測診断ができる。

3．診断に基づいて正常に経過させる援助や、原理に基づいた安全・安楽な分娩介助ができる。
4．異常の発生予防と早期発見ができ、発生時の救急処置等、危険回避行動を指導のもとにできる。
5．母子関係成立、母子及び家族関係への援助ができる。
6．助産計画を用いて、上記 1. ～ 5. を対象の個別性に応じて実施し、評価できる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：10 単位
実習期間：2024 年 9 月～ 12 月
実習場所： 獨協医科大学病院、獨協医科大学埼玉医療センター、済生会宇都宮病院、大野医院、　　

恵愛病院
Ⅴ．評価
分娩直接介助例数 10 例以上、且つ出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たしている
こと。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）（60%）、実習記録・レポート（40％）
分娩介助件数が 10 例に満たない場合、実習記録の提出により、単位認定について配慮する。
Ⅵ．実習方法
実習要項参照
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授業科目名 助 産 学 実 習 Ⅲ
（ 助 産 管 理 実 習 ） 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ　　水畑　喜代子　　荒井　洋子　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 週 数 １週

Ⅰ．授業概要
助産所の管理・運営、ケアサービスの実際について学習し、開業助産師をモデルとして助産師の
自律性と専門性および地域における助産師の役割を考察する。
Ⅱ．授業目的
1．対象を多面的にトータルに理解し、科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を
有する。

2．保健・医療・福祉におけるチームの一員としての自覚をもち、多職種者と協働しながら、助産師
の役割を実践する能力を有する。

Ⅲ．到達目標
1．地域社会で生活する母子を対象とした様々な助産活動を学習し、社会と時代および対象のニーズ
に即した助産師の役割・業務を説明できる。

2．地域における母子保健活動、地域連携について説明できる。
3．助産師独自の機能と業務範囲、法的責任を説明できる。
4．助産所における施設・設備やサービスを提供するための管理・経営について説明できる。
5．地域における助産師活動を学び、助産師の自律性および専門性について発展的に考察し記述できる。
Ⅳ．実習単位・期間・場所
実習単位：1 単位
実習期間： 2024 年 11 月～ 12 月
実習場所：ことり助産院、はとがや助産所、すこやか助産院、守谷助産院
Ⅴ．評価
出席日数が履修規程における成績評価の資格要件を満たしていること。
実習における学習状況（実習参加度・態度・現場の評価）（60%）、実習記録・レポート（40%）
Ⅵ．実習方法
実習要項参照
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授業科目名 助　産　学　研　究 科目責任者 水　畑　喜代子

教 員 名 水畑　喜代子　　荒井　洋子　　礒山　あけみ　　磯　　律子

必修／選択 必　　修 開講学期 後　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 ３０時間 コ マ 数 １５コマ

Ⅰ．授業概要
助産師にはエビデンスにもとづく実践が求められる。同時に助産実践の効果をエビデンスとして示
していく必要がある。本科目では、助産学研究の目的・意義を学び、文献クリティークを通して研究
の動向を把握する。実践事例を振り返り、文献で得られた知見を踏まえて考察する。
Ⅱ．授業目的
質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。
Ⅲ．到達目標
1．助産学研究の目的・意義を説明できる。
2．事例検討の目的・意義を説明できる。
3．文献検索とクリティークの方法を説明できる。
4．実践事例を振り返り、文献で得られた知見を踏まえて考察できる。
5．学術学会に参加し先行研究の発表にふれ、助産師の役割・責務を記述できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日
曜
日

時
限

教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 8 31 土
終
日

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

学術集会の参加
第 52 回日本女性心身医学会学術集会参加
8月 31 日～ 9月 1日

学術集会参加の課題
レポート提出

2 12 11 水 1 水　畑　喜代子
オリエンテーション
助産学研究の目的・意義
文献検索とクリティーク

事後：講義レジュメの
復習 
第 4・6 回クリ
ティーク文献課
題の提示3 12 11 水 2

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

担当教員と検討事例の決定

4 12 16 月 1 水　畑　喜代子 文献のクリティーク① 事前：論文クリティーク
事後：加筆

5 12 16 月 2
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例検討の個別指導
文献レビュー

担当教員より
指導受ける

6 12 17 火 1 荒　井　洋　子 文献クリティーク② 事前：論文クリティーク
事後：加筆

7 12 17 火 2
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例検討の個別指導
文献レビュー

担当教員より
指導受ける

8 12 18 水 1

水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子

事例検討の個別指導
文献レビュー、論文執筆、発表に向けた準備

9 12 18 水 2
10 1 8 水 1
11 1 8 水 2
12 1 8 水 3

13 1 8 水 4
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14 1 14 火 1
水　畑　喜代子
荒　井　洋　子
磯　　　律　子
礒　山　あけみ

研究発表 発表後追加修正し論文
提出する

15 1 14 火 2

Ⅴ．授業方法
個別指導
Ⅵ．評価基準
研究プロセスにおける学習状況、提出物（クリティーク・事例研究論文）（80％）、学会参加、課題レポー
ト（20％）で評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
適宜講義で紹介する。
≪参考図書≫
1．山崎茂明他　看護研究のための文献検索ガイド 第 4 版増補版　日本看護協会出版会　2010
2．山川みやえ　よくわかる看護研究論文のクリティーク 第 2 版　日本看護協会出版会　2020
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授業科目名 Evidence-Based Practice 科目責任者 礒　山　あけみ

教 員 名 礒山　あけみ

必修／選択 選　　択 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
国内外の文献検討を行いながら、実践されている助産実践の科学的根拠を吟味する。これを通して
EBPに対する態度を養う。
Ⅱ．授業目的
1．科学的な知識を活用して根拠のある助産が実践できる能力を有する。
2．質の高い助産実践能力を持ち、助産学の発展に貢献する能力を有する。
Ⅲ．到達目標
1．助産における根拠に基づく助産実践の重要性を説明できる。
2．助産にかかわる既存の研究の検討を通して、臨床疑問（クリニカル・クエスチョン）の見つけ方
を説明できる。

3．論文の書式、表現、論理構成などを説明できる。
4．助産における研究結果と実践への応用について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 4 25 木 1

礒　山　あけみ

オリエンテーション、
文献検索

事前：関心のある RQ 
を担当し、その
エビデンス文献
について 1 つ選
び精読し、プレ
ゼンテーション
する

担当以外の学生も配布
された文献を読む

事後：ディスカッショ
ンした内容をま
とめる

2 5 2 木 1 クリニカル・クエスチョンの見つけ方と作成

3 5 9 木 1 文献講読
クリティーク資料作成

4 5 16 木 1

各回 2 名ずつ担当
担当のリサーチ・クエスチョン（RQ）につ
いてプレゼンテーションディスカッション

5 5 23 木 1

6 5 30 木 1

7 6 6 木 1

8 6 20 木 1

Ⅴ．授業方法
プレゼンテーション、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
学習状況、課題レポート、プレゼンテーション、ディスカッションから総合的に評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪教科書≫
適宜紹介する。
≪参考図書≫
1．日本助産学会　エビデンスに基づく助産ガイドライン－妊娠期・分娩期・産褥期　2020
2．森臨太郎他　ほんとうに確かなことから考える妊娠・出産の話コクランレビューからひもとく医
学書院　2019

3．福原俊一　、サーチ・クエスチョンの作り方～診療上の疑問を研究可能な形に～ 第 3 版　臨床研
究デザイン塾　2015
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授業科目名 ウィメンズヘルス支援 科目責任者 荒　井　洋　子

教 員 名 礒山　あけみ　　荒井　洋子　　磯　　律子　　坪田　明子　　河野　陽介

必修／選択 選　　択 開講学期 前　　期

単 位 数 １単位 時 間 数 １５時間 コ マ 数 ８コマ

Ⅰ．授業概要
女性のライフサイクルにおける性と生殖に関連した健康を支援する能力が求められる。さらに女性が
おかれている社会状況やジェンダーにまつわる健康など、多様性（ダイバーシティー）の実現を目指し
た社会において、健康を支える態度を養う。
Ⅱ．授業目的
広い視野と豊かな感性、倫理観に基づくウィメンズヘルスに関するケアが実践できる能力を養う。
Ⅲ．到達目標
1．特別支援学校での保健教育の実際が説明できる。
2．多様な性の在り方の配慮し、支援について説明できる。 
3．出生前診断にかかわる悩みを持つ女性・家族の支援について説明できる。
4．不妊・不育症への支援について説明できる。
Ⅳ．授業日程・テーマ

回 月 日 曜
日
時
限 教 員 名 講義テーマ 授業外学習

1 5 16 木 2 礒　山　あけみ オリエンテーション、ジェンダー、FGM、性
の多様性

事前：各講義に関する
情報収集

事後：
1. リアクションペー
パーの提出
2. 各講義後課題

2 5 22 水 3

河　野　陽　介

性的マイノリティと医療①

3 5 22 水 4
性的マイノリティと医療②
グループディスカッション・プレゼンテー
ション

4 5 30 木 4 磯　　　律　子 助産師が行ういのちの教育、特別支援学校で
の保健教育

5 6 5 水 3

坪　田　明　子

出生前診断、遺伝（染色体異常等）①
女性・家族への支援①

6 6 5 水 4
出生前診断、遺伝（染色体異常等）②
女性・家族への支援②グループディスカッション・
プレゼンテーション

7 6 25 火 3

荒　井　洋　子
不妊・不育症への支援（制度・支援）①

8 6 25 火 4 不妊・不育症への支援（制度・支援）②グループ
ディスカッション、プレゼンテーション

Ⅴ．授業方法
プレゼンテーション、ディスカッション
Ⅵ．評価基準
事前課題レポート（20％）、授業への参加状況（40%）、プレゼンテーション（40%） とし、総合的に
評価する。
Ⅶ．教科書・参考図書
≪推薦図書≫
1．拓殖あづみ　生殖技術と親になること 不妊治療と出生前検査がもたらす葛藤　みすず書房　 
2022
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